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咸
陽
島
は
数
少
な
い
陸
繋
島

の
一
つ
で
、
潮
が
よ
く
引
く
時

に
は
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

春
は
桜
の
花
見
、
夏
は
海
水

浴
、
冬
は
だ
る
ま
夕
日
鑑
賞
を
楽

し
め
る
憩
い
の
場
で
す
。
園
内

に
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
な
ど
が
楽

し
め
る
広
い
砂
場
や
遊
具
が
設

置
さ
れ
て
い
る
緑
地
ス
ペ
ー
ス

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ト
イ
レ

や
更
衣
室
、
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
、

流
し
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
松
田
川
上
流
、
県
境
近
く
の
出

井
渓
谷
に
渦
巻
く
急
流
が
作
り

上
げ
た
天
然
の
彫
刻
。
幅
40
m
、

長
さ
2
0
0
m
の
岩
床
に
大
小

2
0
0
あ
ま
り
あ
る
甌
穴
群
で

す
。
こ
れ
ほ
ど
数
の
多
い
所
は

日
本
中
で
も
珍
し
く
、「
高
知
県

天
然
記
念
物
」
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

足あ
し
ず
り
う
わ
か
い

摺
宇
和
海
国
立
公
園
の
指

定
を
受
け
た
高
知
県
唯
一
の
有

人
離
島
で
す
。
島
の
宝
1
0
0

景
に
選
ば
れ
た
「
集
落
の
石
段
、

石
垣
」
や
黒
潮
が
作
っ
た
大
自

然
の
芸
術
「
七な
な
つ
う
ど

ツ
洞
」、
四
国
百

名
山
に
選
ば
れ
た
「
妹い
も
せ
や
ま

背
山
」

な
ど
、
島
独
特
の
文
化
や
暮
ら

し
、
自
然
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
囲
に
は
透
明
度
抜

群
の
海
が
広
が
っ
て
お
り
、
磯

釣
り
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
パ

ラ
ダ
イ
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　
平
田
町
戸へ
な
い内
の
藤と
う
り
ん
じ

林
寺
で
毎
年
8

月
16
日
に
行
わ
れ
る
伝
統
あ
る
祭
り

で
、
竹
ま
わ
し
や
盆
踊
り
、
や
ぐ
ら

回
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ヤ
ー
サ

イ
は
、
か
つ
て
中
村
（
現
・
四
万
十

市
）
を
治
め
た
一
条
公
が
平
田
御
殿

に
お
い
で
に
な
る
と
き
、
村
人
た
ち

が
直
接
野
菜
を
献
上
す
る
こ
と
を
恐

れ
多
い
と
し
、
竹
に
野
菜
を
結
ん
で

差
し
上
げ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
38
年
に

宿
毛
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

宿
毛
湾
の
冬
の
風
物
詩
。
11

月
中
旬
か
ら
2
月
中
旬
に
か
け

て
の
期
間
中
わ
ず
か
20
回
程
度

し
か
観
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
も
綺
麗
な
だ
る
ま
に
な
る

の
は
そ
の
う
ち
の
10
回
程
度
し

か
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
幸
運
の
夕
日
と
言
わ
れ
て

お
り
、
日
本
の
夕
陽
百
選
に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
す
く
も
サ

ニ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
や
咸
陽
島

公
園
が
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

人
気
で
す
。

地域資源
四国遍路

四国霊場三十九番札所　延
えんこうじ

光寺
　

高
知
県
（
修
行
の
道
場
）
で
の
最
後
の
札
所
。
神
亀
元
年

（
7
2
4
年
）
に
行
基
が
開
基
し
、
延
歴
14
年
（
7
9
5
年
）

に
弘
法
大
師
が
再
興
し
第
三
十
九
番
札
所
と
し
て
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
境
内
に
は
、
弘
法
大
師
が
湧
き
出
さ
せ
た
と
い
う

「
眼
洗
い
井
戸
」
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
寺
に
は
延
喜
11
年
（
9
1
1
年
）
の
も
の
で

あ
る
銅
鐘
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鐘
は
、
赤
亀
が
鐘
を
背

負
い
寺
山
に
這
い
上
が
っ
て
来
た
と
い
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ

に
ち
な
ん
で
山
号
が
赤
亀
山
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ

て
い
ま
す
。
高
知
県
最
古
の
銅
鐘
と
い
わ
れ
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
10
月
（
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
前
日
の
土
・
日
曜
日
）
に
行
わ
れ
る

市
民
祭
。
メ
イ
ン
は
舞
踊
パ
レ
ー
ド
と
秋
の
夜
空
に
打
ち
上
が
る
花
火

大
会
で
す
。
そ
の
他
に
子
ど
も
み
こ
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
歌
謡

祭
な
ど
も
あ
り
ま
す
。


